
感染症情報 １２月１８日～２４日 

①感染性胃腸炎 

④みずぼうそう 

②溶連菌感染症 

③RSウイルス感染症 

⑤手足口病 

１５１４例（堺市   ６０例） 

５０４例（堺市   ３８例） 

２９２例（堺市    １８例） 

１０９例（堺市    ５例） 

９７例（堺市   ２例） 

が報告された。 
 

 感染症報告数は前週比３．６％減の２，７８６件であった。 
 

 報告の第１位は感染性胃腸炎で、以下溶連菌感染症、RSウイル 
 

ス感染症、みずぼうそう、手足口病の順であった。 
 

 感染性胃腸炎は府下で前週より３％増、堺市で前週より１３％増 
 

であった。溶連菌感染症は府下で前週より１４％減、堺市で前週 
 

と同数であった。RSウイルス感染症は府下で前週比６％減、 
 

堺市で前週１９例→今回１８例であった。定点当たりで見ると、前週 
 

が１．６で、今回は１．５であった。みずぼうそうは府下で前週比 
 

２９％減、堺市では前週７例→今回５例であった。手足口病は 
 

府下で前週と同数、堺市で前週６例→今回２例であった。 
 

 インフルエンザは府下で前週１５９２例→今回２９２２例で８４％増、 
 

堺市では前週１２２例→今回１９６例（６１％増）となった。定点当たり 
 

では前週が５．２で、今回は９．５となった。 
 

 麻疹や風疹の報告はなかった。 

インフルエンザ ２９２２例（堺市  １９６例） 

府下小児科２００療機関（堺市１９）から 

府下インフルエンザ定点３０６医療機関（堺市２９）から 


